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いのまた・ゆういち：多摩美術大
学教授。1948年東京生まれ。団
塊世代の典型。画材小売り、デ
ザイナーのための加工サービス、
初めての出力ショップを開き、
MdN創刊とあわただしく生きたの
は性分。今こそ、整理された情報
デザインが必要と信じるゆえ、い
わゆるデザイナーではないのにデ
ザインを教える。

www.tamabi.ac.jp/design/
inomata@tamabi.ac.jp
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人々を幸福にするデザイン

もう10年以上親交が続いているアメリカ女性が久しぶ

りに我が家を訪れた。もちろん話題は自然にテロ事件の

ことになる。アメリカによるアフガン空爆開始の直前のこ

とだ。彼女はマイレージを使ってアップグレードし、ファー

ストクラスでサンフランシスコから成田の旅で優雅だった

ようだ。その機中で彼女は食事のとき、いつもなら白い

布のナプキンに包まれ銀製のナイフとフォークがあるはず

なのに、ナイフだけがプラスティックだったというのだ。彼

女曰わく「プラスティックのナイフだって凶器になるわ！ ど

うしてそんなことしかできないのかしら？」

そして話題はテロ当日に戻る。その時、彼女はニュー

メキシコで休暇を楽しんでいたのだが、アメリカ中のフラ

イトが止まって帰る飛行機が飛んでいない。たまたまレ

ンタカーを借りていたので、覚悟を決めてサンフランシス

コまで陸路で行こうとレンタカー会社に問い合わせたら

「この緊急事態だから、どこまで行っても、どこで乗り捨

てようともエキストラチャージはしない」とのことだった。

気持ちのいい対応に実にうれしそうであった。

どちらの対応も納得させられる出来事だ。片や安全

優先の措置、他方は起こった事態にかんがみての顧客

優先である。それらの事とは関係ないかのごとく世界中

が「報復の是非」と「文明の争い」へと走っている。個人

が災難にあう。国どうしが争う。そんな中で何のために

生きているかを人は自問する。アメリカでは多くの人が

今、星条旗を掲げているらしいが、個人と国が限りなく

同一線上に見える。日本でこのような事件が起きたらそ

うなるだろうか。決してアメリカ礼賛やグローバリズムを

たたえるつもりはないが、今の日本はそうなるとは思えな

い。もちろん愛国主義や軍国主義などへ話を転化する

つもりもない。

本題に移そう。いま脈絡を整えるべきときだと思う。個

人と国家とそれに関係するビジネスもだ。そしてこれら

の関係を説明するコミュニケーション手段であるデザイン

もである。

デザインとは何か？　いろいろな答えがある。「問題を

解決する手法」とか「可視化されたコミュニケーション」と

か「情報の構造化」などかもしれない。しかしその根本

は人と人が生きていく原理原則に沿うことではないか。

あたりまえのようだが人が幸せになるためというのが基

本だと思う。その上に文化とか文明とか社会とかが成り

立っている。つまりデザインとは人を幸せにするものでな

くてはならない。情報のすべてが数値化されデジタルに

なっていく。その中でデジタルが「便利」とか「すぐでき

る」とか「今まで考えられなかった」とかに目を奪われが

ちな技術革新であることにに対し、デザインの本質を見

抜き、それが本物の幸せをもたらすものかどうかをクリ

エイターが判断すべき時代ではないだろうか？

マシンのスペックが速くなり、ブロードバンド時代をむ

かえ、画面を読書する時代もすぐそこのような勢いだ。速

くて便利な時代は止まらないかもしれない。でもそれに

対してクリエイターはやさしさやゆっくりさや慈愛の気持

ちを促すデザインをできることがとても重要な気がする。

そのためにはまず相手を知らなければならないし、丁寧

に人に興味を持って接し、相手の気持ちを尊重する心

が大切だろう。携帯電話で用を済ますのではなく直接会

うことのほうが心が通じあうのと同じだ。環境問題もしか

り。なぜ地球を延命させる努力をするのか。ペットボト

ルを作って再生処理に悩む。昔はガラス瓶を使い廻し、

その昔は容器を持ち込む量り売りであった。電気を使

わないアーミッシュのように昔に戻れと言ってるのではな

い。大量消費時代から循環型社会へ移行している中で、

昔のゆっくりとした作法を学び、それをインターネットの時

代へ受け継ぐ努力があっていいはずだと思う。

そうすることでもっと豊かな人と社会を作ることができ

る。デジタルが何だろうとデザインって人を幸せにするた

めにあるのではないだろうか。 ill
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